
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出題内容】 

全２５問 １問５点（１・２（漢字の読み取り・書き取り）は各２点、４-５（作文）は１０点） 

１・２の漢字問題は易化。「浸る」の読み取り、「的の中心をイる」の書き取りができれば全問正解であろう。 

３・４の文章問題は例年並み。３は昨年３月出版のライトノベル作家の作品で、読みやすい印象の文章。４は生物学者

福岡伸一の著書『動的平衡３』で、読者の理解を促す文章でこちらもわかりやすい。２００字の作文問題は「理想の組織」づく

りがテーマで、部活動や班活動などの体験を例に挙げ、文章内容に合うようにしっかり説明できれば、高得点が取れる。 

また、５の評論文の問題では松尾芭蕉、千利休らを取り上げ、豊かな知識に裏打ちされた芸術の深化について語られてい

る。４では画家のフェルメールも登場するが、国語だけでなく、社会で学んだ歴史的な背景、音楽や美術で学んだ文化的

な教養も成功につながるカギとなる。中学校で勉強することすべてを無駄にしないという日頃の心がけこそ大切だ。 

 

〈８年間の小説問題の出典〉 
【２０２０年】 瀬那和章『わたしたち、何者にもなれなかった』 【２０１９年】 三浦哲郎『燈火』 

【２０１８年】 澤西祐典『辞書に描かれたもの』 【２０１７年】 あさのあつこ『一年四組の窓から』 

【２０１６年】 伊集院静『どんまい』 【２０１５年】 原田マハ『斉唱』 

【２０１４年】 長野まゆみ『夏帽子』 【２０１３年】 稲葉真弓『唇に小さな春を』 

【２０１２年】 松樹剛史『熟してはじける果実のように』 【２０１１年】 小川洋子『ガイド』 

★有名作家の短編からの出題が多い。短編集はもちろん、筆者の心情を綴ったエッセイ集も手軽に経験を増やせる。 

〈１０年間の作文問題の主題〉 
【２０２０年】 「理想の組織」 【２０１９年】 「新しい『何か』に出会うこと」 

【２０１８年】 「自分の意志を持つこと」 【２０１７年】 「食生活と歴史」 

【２０１６年】 「基本を身につけること」 【２０１５年】 「取り合わせの美」 

【２０１４年】 「環境の持続可能性」 【２０１３年】 「住居と人間」 

【２０１２年】 「『自分の言葉』で表現する」 【２０１１年】 「森林の価値」 

★普段から自分の体験や見聞を広げ、またそれを書き留めておくとよい。（おすすめは、日記にすること。効果があります。） 


